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　季節が変わると雲も変わる。秋空に見られるのは、「うろこ雲」「いわし雲」「さば雲」「ひつじ

雲」に「すじ雲」。夏のもこもこ雲とはまた一味違う▼２学期が始まり、運動会を経て、11月も過

ぎてくると、子どもの成長がよく見えてくるようになる。学級は、集団としてまとまりを感じ、一

人ひとりには、たくましさが見えてくる▼残念ながら同時に、あらやほころびも見えてくる。言葉

の響きがよくないが、それは、個として集団として超えなければならない「壁」である。なくては

ならないものでもある▼担任が書く学級だよりを読んでいると、これまでの成長を振り返りなが

ら、もうひと頑張りするぞ！というメッセージが、伝わってくる▼話し合いを持ったり、学級の課

題を出し合ったり、手法はさまざまであるが、目的は同じ「子どもの可能性を信じて、伸ばせるだ

け伸ばす」▼朝の運動場では、サッカークラブ、ドッジボールクラブ、おにごっこクラブに、バレ

ーボールグラム、ブランコクラブ・・どのクラブを見ても、学年が混じった異年齢集団クラブであ

る。この朝の光景は、４月から変わっていない▼大切に守り続けたいこと、変わらないものと変わ

るもの。変えてはいけないことを変え、変えなければならないことを変えてしまうととんでもない

ことになる。子どもと集団を見つめ、正しく「不易」と「流行」を見極めれば、壁は超えられる。


